
















































































































































る建物内の延べ床⾯積の⽐である。例えば 100 坪の⼟地に投影⾯積が 40 坪の建物が











































していた零細業者の 3-6 割は転出していった。 





































































































































になってきた。東京と福岡では 1999 年夏、それぞれ 1 時間に 91mm と 77mm とい
う豪⾬で地下室で⽔死者が出た。1 時間に 75mm の⾬は 15 年に⼀度、100mm の⾬














量に放⽔せざるをえないため⼈為的な洪⽔を起こす（天野，2005）。2004 年 7 ⽉の新
潟県三条市を中⼼とした洪⽔では、五⼗嵐川上流の笠堀ダムの放⽔を知らせる警報後、




（1）阪神⼤震災死者の 9 割が住宅倒壊による 











か 129 件で、初期消⽕できなかった 76 件から延焼した。延焼の⽕元となった 76 件は
震度 6 弱（全壊率は 1〜10％未満）以上揺れた地域に集中しており、うち 45 件で建
物が倒壊している。もしこれが、1981 年以降の耐震規制による住宅だとすると、その























































 震度 7 でも多くの住宅は倒壊しない。神⼾市⻑⽥区でも倒壊率は約 3 割であり、全
壊した家屋の周辺の建物には被害がないことも多い。ところで耐震化率とは，建築基
準法の 1981 年改正後の耐震性レベルの達成率のことであり，現在ようやく 7 割に達
している。しかし，耐震化されていない住宅が全て倒壊すれば、阪神⼤震災並みの倒













































300-400 ガルで倒壊しないことを条件づけた。従って 1995 年の阪神⼤震災当時の⽊
造住宅の耐震基準は、実質 1971 年のものである。 
 
4-3 阪神⼤震災における住宅倒壊の原因 
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